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はじめに 
──『バイオテクノロジー 第 2 版』を出版するにあたり ──

将来，日本を支えるバイオ技術者・研究者を目指す学生諸君に対し，バイオテクノロジーの領域にお

いて基礎的な項目だけでなく，より実践に近い技術や産業動向を学んでもらうため，1999 年『バイオ

テクノロジー』を出版した．以来，前書は 5 刷りの増刷を重ね，大学等の教科書や各方面の図書館蔵書

等として使われてきた．このように前書は，ある程度の貢献ができたのではと考えている．

その後，13 年が経過した今，同領域において新しい技術や産業が登場し，また社会情勢も大きく変

化した．このような状況の下，新しい技術や知見，また最新の企業情報を加味した改訂版『バイオテク

ノロジー 第 2 版』を出版することとした．

前書『バイオテクノロジー』の中では，我が国のバイオテクノロジーの展開に関し，「バブル期とは

違ったバイオテクノロジー産業の発展」を予測していた．この間を振り返ってみると，バイオテクノロ

ジーに関する新たな知見や技術は，以前ほどではないが，継続して確実に進歩しており，また新たな産

業も登場している．しかしながら，バイオテクノロジーの新技術や新産業が，世界経済や景気に影響を

及ぼす段階には至っていない．

世界に目を転じると，アメリカは「異分野統合による新領域の開拓・創生」を旗印に，官民を挙げて

強力に推し進めている．また，ヨーロッパにおいては，主要な大学にイノベーションセンターを新設

し，ライフサイエンスやバイオテクノロジーに関連する新たな産業創出の拠点を構築している．

我が国の大学においては，生命系や環境系学部の新設が行われ，「融合的な領域の教育・研究基盤」

ができつつあるように思われる．従来の食品系，化学系，医薬系以外の産業分野からも，バイオテクノ

ロジーに関連する人材の供給要請が活発になっており，この分野における社会的な人材ニーズも高まっ

ている．

21 世紀に入り，グローバル化は一段と加速している．2008 年アメリカに端を発したリーマンショッ

クは，アメリカ経済に対する不安を与え，世界的な金融危機へと連鎖していった．今なお欧州では，厳

しい財政危機に直面している国々があるなか，我が国も例外ではなく，債務問題，消費税問題，また環

太平洋戦略的経済連携協定（TPP）等に関する国内外の大きな課題を抱えている．

2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災や大津波，またそれに伴う福島の原子力発電所事故は，

日本国民だけでなく世界中の人々の考え方に大きな変化をもたらしたように思える．特に健康，食料，

環境，そしてエネルギーに対する意識は間違いなく高まった．これらの分野・領域は，今後研究面だけ

でなく産業面においても非常に重要になるであろう．

産業界においては，長引く円高に伴い企業収益は停滞し，日本の経済活動はかつての勢いがなくなっ

た．しかしながら，企業努力により財務体質は大きく改善し，徐々にではあるが，新たな製品開発や取
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り組みが目に見えるようになってきた．また，バイオテクノロジーに関する基盤技術として，超高速

シークエンス技術による多くの生物種における膨大なゲノム情報が蓄積され，遺伝情報に関するデータ

ベースが飛躍的に充実してきた．また日本から発信された iPS細胞技術（山中教授のノーベル賞受賞）

など，バイオテクノロジーに関連する新たな知見や技術が現れ，実用化に向けた研究開発が進められて

いることも明るい材料であろう．

今後，バイオテクノロジーは，異分野との融合や統合により，新たな展開を迎えようとしている．特

に，医療，食料，環境，バイオエネルギーの各分野においては，世界的な課題を解決するため，これま

でに構築されたバイオテクノロジーの基盤に基づく新産業が創出されていくであろう．

21 世紀の中盤に活躍する若い学生諸君には，クリエイティビィティーを常に意識し，未来を発見し

てもらいたい．そして，新たな産業創出に貢献できる人材になることを目指して欲しい．

本書をまとめるにあたり，アサヒビール㈱，江崎グリコ㈱，花王㈱，協和発酵キリン㈱，㈱熊谷組，

JAこしみず，JX日鉱日石エネルギー㈱，大和化成㈱，東洋紡㈱，東ソー㈱，日工㈱，浜松ホトニクス

㈱，日立造船㈱，および三菱化学㈱の方々にご協力をいただいた．心から感謝申し上げる．

最後に，大学教育出版の佐藤守氏および安田愛氏には，前書の出版から今回の改訂版の企画・出版に

至るまで，長年にわたりご支援を頂戴した．併せて厚くお礼申し上げる．

2013 年 1 月

久保　幹

新川英典

竹口昌之

蓮実文彦
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